
「東京都障害者情報コミュニケーション条例」の施行状況について

■障害者による情報取得等に資する機器等（10条）

・デジタル技術の利用・活用、製品開発等を支援

・路線バスにおけるAI翻訳透明ディスプレイ導入実証を実施

・鉄道駅におけるユニバーサルコミュニケーション技術の導入を支援

・視覚・聴覚障害者向けのスマートフォン教室を実施

・アプリを活用した障害者の活動をサポートする仕組み構築のための実証

■関心と理解を深める機会の確保等（11条）

・リーフレットやデジタルブックの作成等による情報コミュニケーショ

ンの普及・理解促進のための啓発活動を展開

・情報コミュニケーションに係る全庁職員向け研修等を実施

＜基本的施策＞

１ 条例の施行状況（主な取組）【令和７年度】

■意思疎通支援者等の人材確保、養成等（13条）

・盲ろう者向け通訳・介助者等の意思疎通支援者を養成

■事業者への支援（14条）

・デジタル技術の利用・活用、製品開発等を支援（再掲）

・デジタルブックにより事業者における配慮の事例などを紹介

・鉄道駅におけるユニバーサルコミュニケーション技術の導入

を支援（再掲）

■学校における支援（15条）

・視覚障害のある乳幼児に対する教育相談や就学支援を実施

・特別支援教育やコミュニケーション手段等に関する教員向け

研修を実施

■調査研究等（16条）

・大学等と連携し、調査研究を推進

■災害時等における措置（17条）

・避難所における情報保障機器の整備等

を行う区市町村を支援

「東京都障害者情報コミュニケーション条例」では、施策の実施状況について、これを毎年公表するとともに、障

害者、障害児の保護者その他の関係者から意見を聴く機会を設けることとしているため、関係者から意見を聴取

■障害者からの相談及び障害者に提供する情報（12条）

・各センターや学校において相談事業やコミュニケーション訓練を実施

・各種印刷物や窓口での情報保障や、アクセシビリティに配慮したホー

ムページの作成等多様な意思疎通手段に配慮した情報提供等を実施

・職員採用試験（選考）における情報保障を実施

※「東京都手話言語条例」に係る取組と重複するものは除く
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２ 令和８年度の取組（案）

令和７年度の取組を引き続き着実に実施するとともに、区市町村との連携やデジタル利用の支援に係る取組等を拡充

多様な情報提供手段を通じて、円滑に情報を取得・利用し、意思疎通が図れるよう、環境整備を一層推進

《主な取組（新規・拡充）》

➢区市町村との連携を強化

【新規】障害者情報コミュニケーション条例の趣旨を踏まえた取組を支援し、身近な地域である区市町村

における情報保障推進の取組を促進（区市町村包括補助事業）《福祉局》

➢デジタル利用・活用の支援を充実、事業者支援の取組を強化

【拡充】障害者IT地域支援センターの機能を強化（事業者相談窓口を設置、障害者の自宅等へのアウト

リーチ支援を実施）《福祉局》

【拡充】視覚・聴覚障害者向けのスマートフォン相談会を実施《デジタルサービス局》

【拡充】路線バスにおけるAI翻訳透明ディスプレイ導入実証を拡充（AI車掌(アバター)との実証を実施）

《都市整備局》

➢情報コミュニケーションの普及啓発を充実

【新規】特設サイトの開設等により情報面におけるバリアフリーの普及啓発を推進《福祉局》

【新規】SNS等を活用し情報コミュニケーションの普及啓発を推進《福祉局》

➢相談支援体制の整備及び情報保障の取組を強化

【拡充】障害者IT地域支援センターの機能を強化（再掲）《福祉局》

【拡充】都におけるホームページ作成に係る庁内規程を改訂《デジタルサービス局》

➢意思疎通支援者の確保を一層効果的に行うため取組を充実

【拡充】盲ろう者の通訳及び外出時の付添いをする通訳・介助者の処遇を改善《福祉局》
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